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② 事業系廃食油 

食品製造業や、デパート、コンビニエンスストアなど食品流通業、旅館、ホテルなどの宿

泊業、飲食店業、学校や福祉施設等から排出される廃食油が対象となります。「廃棄物処理法」

では「廃油」として全て産業廃棄物となります。 

・排出状況 

事業系の廃食油には食品製造業で食品加工に用いられた加工用由来のものと、飲食店な

どで調理に用いられた調理用由来のものがあります。 

事業系の廃食油の多くは処理業者に費用を払って処理を委託されており、一部が工業用

石鹸、塗料、飼料などに再生利用されています。 

 

・性 状 

事業系の廃食油の内、特に加工用由来の廃食油は一事業所からの排出量が多く、性状も

一定と考えられますが、大量の商品の製造に繰り返し使用するため、劣化の度合いが高い

と考えられます。また動物性油脂が含まれる可能性も考えられます。 

飲食店や宿泊業、特に高級料理店などから排出される廃食油は比較的劣化の度合いが小

さく、きれいな状態であるといわれています。また、学校・福祉施設等から排出される廃

食油は家庭から排出されたものに比べ、一定の性状の廃食油が比較的多く排出されていま

す。 
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表 3-1（2）廃食油のリサイクル方法の比較 

項 目 石鹸化 塗料化・飼料化 ＢＤＦ化 

市場性 合成洗剤の普及による石

鹸利用率の低下や価格低

下の傾向にある 

ある 軽油燃料の代替として利用

可能である 

利用者との連携 環境意識の向上を図るた

め、広く住民に啓発が必要

特になし 特になし 

その他 環境教育・地域交流に有効

である 

飼料化・塗料化業者への委

託が必要 

植物性由来の油であること

から、化石燃料の代替とし

て利用することにより、京

都議定書による二酸化炭素

の排出量にカウントされ

ず、地球温暖化に貢献でき

る 
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■ 収集方法の事例 
★ 京都府京都市 

地域ごみ減量推進会議の役員がポリ容器と回収啓発用のノボリを設置して収集に立会い、異

物の混入防止に努めています。また、回収拠点は資源ごみステーション等に限らず、複数の住

民から回収拠点の設置の要望があれば、市が回収用ポリ容器と啓発用ノボリを貸し出し、柔軟

に拠点の増設が行われています。 

 

★ 滋賀県愛東町 

各集落のごみ集積所では、自治会役員や婦人会等が交代で立会い、異物の混入防止に努めて

います。また、集積所で回収した廃食油は町による収集ではなく、各自治会により軽トラック

等で町のストックヤードへ運ばれます。町のストックヤードでは、町議会議員や町職員が積み

下ろしを手伝うとともに、搬入物を検査し、場合によっては不適物の返却を行います。このよ

うに徹底した分別のチェックを行うとともに、住民が収集運搬に携わることで分別意識の向上

につながっています。 

 

★ 三重県二見町 

各地区の公民館（10ヶ所）を拠点として収集が行われています。また、毎月第1週目の土

日の2日間にわたり、収集を行うことで回収率の向上に努めています。 

 

★ 新潟県上越市 

当初は、町内会により収集していましたが、途中から市内の石油商業組合の協力を得て、市

内のガソリンスタンドにおいて廃食油の常時回収が行われるようになりました。有人の店舗で

回収を行うことにより、異物の混入が防止されるとともに、油類の取扱いに慣れているガソリ

ンスタンドにおいて管理を行うことから安全性が保たれています。また、排出側となる住民に

とっては自動車等への給油の際に気軽に立ち寄れることや、収集時間に縛られないことが利点

として挙げられます。 

 

★ 株式会社 魚国総本社 三重支社の事例 

お弁当の製造や企業の食堂等を大規模に行っている同社では、廃食油の排出量が多いため、

自社で大型タンクに貯蔵し、一定量が蓄積すると、ＢＤＦ化を行う再生業者による収集が行わ

れています。 
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